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Abstract： In Mt. Fuji, self-disposal toilets installed at mountain huts by subsidy are facing difficulties in 
securing operation and maintenance funds. We examined whether self-disposal toilets in Mt. Fuji were 
installed appropriately in consideration of local conditions, the pay for these toilets was fairly priced and 
collected adequately, through developing the scoring method for selecting the type of self-disposal toilets, 
estimating optimum usage fee by PSM analysis, and exploring the feasibility of the introduction of entrance 
fee in Mt. Fuji. The results lead to the conclusion that applying the scoring method for the selection of the 
type of toilets and the introduction of entrance fee system contribute to solving the problem in Mt. Fuji. 






















































































付を受けている装置 9 種（2008 年 10 月現在）から，類





















































































































































































































































































調査日時：2008 年 8 月 15 日 








年 齢：20 歳未満(2％），20 代(23％），30 代(17％）， 





 PSM 分析の結果，上限価格 156.3 円，妥当価格 136.2























































山小屋トイレ利用料金 （円／回）   
-50 100 150 200 250 300 350 400 450 500- 
高  い 1 24 46 64 77 92 97 97 97 97 
安  い 97 58 33 15 9 3 1 1 1 1 
高すぎる 1 9 28 50 65 81 90 92 96 97 
安すぎる 97 17 8 2 1 0 0 0 0 0 



















































調査日時：2008 年 9 月 7 日，14 日，15 日 
※山小屋閉鎖直前の連休のため登山客は多かった。 










年 齢：20 歳未満（6％），20 歳代（12％），30 歳代（18％），








500～700 万円（19％），700～1,000 万円（24％）， 
1,000～1,500 万円（2％），無回答（31％） 
富士山登山回数：初めて（58％），2 回目（13％）， 








１人当たりのWTP は 1,569 円と推定された。 
この金額は，静岡県側の山小屋であれば 7 回，山梨県
側では 15 回トイレを使用し，確実に協力金を支払った
場合と同等の金額である。仮に 1 泊 2 日で頂上まで登る
としても，下山するまでのトイレ利用回数が 7 回～15 
回を大幅に超過ことはないと推測される。つまり，1,569



































0 250 500 1 ,000 2 ,000 3 ,000 5 ,000 10 ,000
 提示金額（円） 
図３ 入山料WTP受諾率曲線 
提示金額（円） 第 2 提示額 回答数 

































A 500  1,000  250  18 16 4 0 38 
B 1,000  2,000  500  3 16 13 2 34 
C 2,000  3,000  1,000  1 2 20 6 29 
D 3,000  5,000  2,000  0 2 4 23 29 

















































































１１）CVM（Contingent Valuation Method: 仮想評価法）とは，環境を
守るために支払っても構わない金額（支払意思金額）を尋ねることによ
り，環境の持っている価値を金額として評価する手法である。 
１２）環境省（2008.9.19更新）富士山登山者数について．＜http://www.env. 
go.jp/park/fujihakone/data/files/fujihakone01.pdf＞，2008.12.17 参照 
１３）笠井勝也（2009），富士山における屎尿処理マネジメントに関する
研究，京都大学修士論文（京都大学大学院地球環境学舎環境マネジメン
ト専攻地域資源計画論分野） 
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